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1 はじめに

近年，スマートフォンの普及が急速に進んでいる．ま
た，スマートフォンの，インターネット上で提供され
るサービスの利用率の上位にニュース情報の取得が挙
がっている．インターネット上には膨大な量のニュー
ス情報が存在するが，ほとんどのスマートフォン向け
ニュースアプリは，配信されているニュースをそのま
ま表示するだけで，ユーザの興味が反映されていない．
ユーザがニュース情報を得ようとするとき，ユーザはそ
の膨大な量の中から興味のあるニュースを選別する必
要がある．情報の増加により，ユーザによる有用な情報
の選別が困難になることを情報過多という．この問題
を解決するために，スマートフォン向けアプリPINOT
が先行研究で開発された [1]．

2 スマートフォン向けアプリPINOT

スマートフォン向けアプリ PINOTのシステムの構
成図を図 1に示す．PINOTは情報配信サーバとスマー
トフォン上にインストールされるアプリケーションで
構成される．情報配信サーバはニュースの記事情報をス
マートフォンに提供する．アプリケーションでは，ユー
ザの操作履歴から，ユーザがどのようなニュースに興味
があるかを類推し，情報配信サーバから受信したニュー
スを，ユーザの興味を考慮して提供する．

2.1 興味の学習

PINOTでのユーザの興味の学習は，スマートフォン
にインストールされているアプリケーション上で行う．
興味の度合いは見出し文に含まれる単語ごとに保存さ
れる．興味の度合いに用いる数式を以下に示す．

Vnew = α× Vold + (1.0− α) × J (1)

図 1: PINOTのシステム構成図
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(1)の式で，Vnew，Voldはそれぞれ，単語に対する変
更後，変更前の興味の度合いを指す．αは 0から 1の
任意の定数であり，J は，興味がある記事に含まれる
単語であれば 1，含まれない単語であれば 0となる．
このアプリケーションでは，より正確にユーザの興
味を類推するために，より多くの回数の学習が必須で
ある．

2.2 問題点

先行研究で開発されたスマートフォン向けアプリケー
ションは，ユーザがアプリケーションを使用するとき
に配信されているニュース情報から興味があると判断
されたものを提供するのみであった．よって，ユーザが
アプリを使用しなければ，ユーザは興味のあるニュー
スを受け取ることはできない．それどころか，興味の
ある内容のニュースが配信されていたことを知ること
がないので，ユーザの興味を学習する機会が損なわれ
ていた．よって，ユーザがアプリを使用しなくても，興
味のある記事が配信されていればそれをユーザに知ら
せる必要がある．
そこで本研究の目的は，スマートフォン版PINOTに
おいて，ユーザによるアプリ起動回数を増加させるこ
とである．研究目標は，ユーザがアプリを立ち上げる
きっかけを提供し，ユーザによるアプリの起動を促し，
類推回数を増加させることである．
本研究では，スマートフォン版 PINOTに腕時計型
ウェアラブル端末でのニュースの見出し文表示機能を
追加したアプリケーションを提案する．スマートフォン
を見ることができないような場面であっても，腕時計
型のウェアラブル端末であれば，ニュースの見出し文の
ような情報であれば確認可能となり，ユーザがニュー
スを目にする回数が増えることから類推回数の向上が
期待できる．腕時計型ウェアラブル端末には，現在最
もシェアの大きい Apple Watchを使用する．

3 提案したアプリケーション

3.1 全体像

提案したシステムの全体像を図 2に示す．本システ
ムは，サイレント通知を送るサーバ，ニュースサイト
のサーバ，ユーザが使用する iPhone，Apple Watchか
ら構成される．サイレント通知とは，PUSH通知の１
種である．しかし，メッセージを含まず，任意の処理
を行うトリガーとして利用できる．ニュースサイトの
サーバは，iPhoneにニュース情報を提供する．iPhone
は，ニュース情報をユーザに提供，提供したニュース
情報に対するユーザの振る舞いからユーザの興味を学
習する．学習により，興味があると判定された記事を，
Apple Watchの送信する．Apple Watchには，iPhone
から送信されてきた記事が表示され，それらのうちユー
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図 2: 作成したシステムの全体像

ザが読みたいと思ったものを「後で読む記事」に指定
する．

3.2 アプリを起動していないときのニュース提供

アプリを立ち上げていないときに，ユーザが興味が
あるニュースをユーザに提供する流れは以下の通りで
ある．

1. サイレント通知を送るサーバが，iPhoneにサイレ
ント通知を送信．

本研究では，１日４回サイレント通知を送信する
ことで，次の処理を行わせている．

2. バックグラウンドでニュースサイトを巡回，ユーザ
の興味に応じたフィルタリングを行う．

iPhoneがサイレント通知を受け取ると，バックグ
ラウンドでアプリがニュースサイトを巡回し，その
時点で配信されているニュースの見出し文を取得す
る．取得した見出し文に対して，学習によって得ら
れた興味の度合いを用いてフィルタリングを行い，
ユーザが興味があるニュースだけを抽出する．

3. 興味があると学習されたニュース情報をユーザに提
供する．

抽出されたニュースのうち最も興味があると判定
された見出し文については，ローカル通知を用いて
ユーザに知らせる．ローカル通知とは，サーバが送
信する PUSH通知とは異なり，アプリが送り出す
通知のことを指す．また，Apple Watchを用いた提
供方法としては，抽出されたニュースの見出し文を
全て Apple Watchに送信し，Apple Watch上で表
示させる．

3.3 後で読む記事

Apple Watchで表示された見出し文をタップすると，
その記事を「後で読む記事」とし，iPhoneに返送する．
返送された「後で読む記事」は，iPhoneに保存され，
ユーザによって iPhoneのアプリが立ち上げられた時に
表示される．この見出し文をタップすることで，ユー
ザは記事の詳細情報を知ることができる．「後で読む記
事」の詳細を知るためには，ユーザは iPhoneのアプリ
ケーションを使用する必要があり，これによってユー
ザがアプリケーションを立ち上げるきっかけができる．

4 おわりに

本研究では，先行研究で開発されたアプリの，ユー
ザがアプリを立ち上げなければ，興味のあるニュース
が配信されているかどうかがわからないという問題を
解決するために，スマートウォッチを用いてユーザに
ニュースの見出し文を提供するシステムを提案した．本
システムを用いることで，スマートフォンの画面を確
認できない場面でも，ユーザがニュースの見出し文を
確認でき，興味のあるニュースが配信されていること
を知ることができる．
今後，Apple Watchが本システムにおいて有用であ
るかどうかの評価を行う．
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